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概要

•海外と同等のSAR作成を目指してガイドラインを作成
•2019年にPWR版、2021年にBWR版を完成
•米国RG1.206に準拠し、IAEA IAEA GS-G4.1(DS449）との
適合性も確認
•設置許可申請書の並びで作成
•要件を示したガイドライン部分と、それに対応する設置許
可及び設工認の記載箇所を示した解説部分を表形式で
対比して記載
•設置許可及び設工認に記載のない記載要件については、
具体的な記載の参考とするための補足資料を添付
•公開ホームページにガイドラインを掲載
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事業者自主安全評価書（JSAR）の必要性

やりたいこと？

何が問題か？

どういう効果が
期待できるか？

安全性を総合的に示すレポート（ＳＡＲ）をまとめ、それに対
する安全評価を定期的に実施し、レビュー結果を反映し、改
定・維持

事業者が自主的に安全性を総合的かつ定期的に評価する
ため、事業者自主安全評価書（ＪＳＡＲ）作成のためのガイド
ラインを整備

プラントの安全性の（評価を含めた）全体像を示しこれを維持
する仕組みがなく、安全性の状況の的確な把握、タイムリー
な対策の実施、安全性の説明責任の観点等から課題あり

・全体の安全レベルの把握と有効な対策のタイムリーな実施

・要員（ＪＡＮＳＩも含む）の技術レベルの向上

・国民、諸外国に対する安全性の説明の一助

・将来的な規制文書の国際標準化への基盤整備

ＪＳＡＲ
ガイドライン

海外では？
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JANSIのミッション（抜粋）：原子力事業者の自主的継続的安全性向上活動を牽引する。
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US FSAR (Regulatory Guide 1.206)構成

１．序論及び施設の一般的記述

２．サイトの特徴

３．構造物、系統、機器及び設備の設計

４．原子炉

５．一次冷却系統及び関連設備

６．工学的安全施設

７．計測制御

８．電源

９．補助系

１０．蒸気及び電力への変換システム

１１．放射性廃棄物管理

１２．放射線防護

１３．運転の実施

１４．確証プログラム

１５．過渡及び事故解析

１６．Tec. Spec.

１７．品質保証及び信頼性保証

１８．ヒューマンファクター工学

１９．確率論的リスク評価／過酷事故

Ⅱ１．ＩＴＡＡＣ（検査、試験、解析及び許容基準）

Ⅱ２．環境影響報告書

2008年のIRRS報告

NISA should take care that the current IAEA 
safety standards are duly taken into account, 
especially regarding the development and 
updating of an overall safety analysis report 
or comparable overall safety documentation 
summarizing the overall licensing basis.

事業者自主安全評価書（ＪＳＡＲ）の要件

安全性（規制要件＋自主的要求事
項）について包括的に記載

国際的な標準に則っている

米国：Regulatory Guide 1.206 - Combined 
License Applications for Nuclear Power Plants
IAEA：GS-G-4.1Format and Content of the Safety 
Analysis Report for Nuclear Power Plants の見直
しが行われている
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JANSIは各プラントの詳細な情報を有してはいないため、JSARそのも
のを作成することはできない。
このため、JSARの要件を満足するJSARのベースとなる部分を作成
するためのガイドラインを作成することとした。

JSAR作成に係るJANSIの支援方針
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• 米国RG1.206をベースに検討する。（DCDにより具体的な記載内
容を参照することができる）

• 新規制基準に対応した設置許可及び工認を踏まえてガイドラインを
作成する。（これにより、RG1.206に含まれていないDEC状態も反
映できる）⇒新規制基準対応の審査が進んでいるPWRから作成す
る。

• 作成したガイドラインとIAEA GS-G4.1(DS449)との整合性を確認
することにより、国際的な標準をカバーしていることを確認する。

• 事業者・メーカを含めた専門家会議を開催し、意見交換を実施しな
がら作成する。

ガイドライン作成方針
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JSARガイドライン整備実績
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2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020

PWR

BWR

海外基準
の調査

RG1.206
と日本の
規制要求
の比較

ガイドライン（原案）の作成
（設置許可ベース）

ガイドライン（初版）の作成
（工認の反映）

解説（設置許可及び工認の
記載箇所）の作成

懸案事項の
抽出

反映要否検
討

JSARへの
記載案作成

パイロットユース
版JSARの作成

第2版の作成
（PWR版の
完成）

IAEA GS-
G-4.1
（DS449)と
の整合性
確認

特重の反
映

ガイドライン及び解説の
作成（BWR版の完成）

ガイドライン
（素案）の作
成

BWR固有
事項の抽出

BWR5への
適合性検討

JSARへの
記載案作成

懸案事項の
抽出
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工認記載事項の反映

設置許可の章立てとしたガイドライン(第0版)に工認記載事項を反映して精緻化
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文章を再構築

工認記載事項を
記載要件として
新規追加
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解説の追加

ガイドラインの要求事項に対応する設置許可及び工認の記載箇所を明示し
た解説をガイドラインと対比させて表形式で記載
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対応する設置許
可申請書の記載
箇所を明示

対応する工認の
記載箇所を明示
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追加記載事項の抽出及びJSARへの記載案の作成

•抽出した懸案事項（設置許可では記載できない事項）について、工
認により記載できるか等詳細に検討し、設置許可や工認では記載で
きないがガイドラインに反映すべき事項10件（低温過圧、ほう素析出、
ミッドループ運転、デジタル計装、安全系/非安全系の隔離等）を抽
出
•これら10件を追加記載事項としてガイドラインに反映し、参考に

JSARに記載する場合の文案を作成

9

9

2018年4月に、ガイドライン及び解説に上記追加記載事項
の記載案を補足資料としてまとめたものを、PWR版の
「事業者自主安全評価書（JSAR）ガイドライン（初版）」とし
て発刊
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PWR版JSARガイドラインの完成

•作成したガイドライン（初版）をIAEA GS-G4.1(DS449）と比較し、IAEA
の要求事項をほぼ満足していることを確認。（ガイドラインの要件の
不足：1件、解説の記載箇所の不足：3件） ガイドライン及び解説に
反映
•特重施設については、工認が非公開であり内容を確認することがで

きないため初版では対象外としていたが、重大事故等対処設備と同
等と推測されることから、その旨を備考に記載したうえでガイドライン
に反映
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2019年5月に、上記を反映したPWR版の「事業者自主安
全評価書（JSAR）ガイドライン（第2版）」を発刊し、PWR版
の作成を完了した。
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記載要件毎にABWR/BWR5 共通のもの、ABWR 固有設備に係わるもの、BWR5 固有設備に係わるも

のの順で記載し、ABWR 固有設備は（ABWR）、BWR5 固有設備は（BWR5）と記載している。

また、標準的な設計に対する記載要件を示しており、個別プラント特有の設備、設計等がある場合に

は、類似設備等の記載要件を参考にして記載することを推奨している。

BWR版JSARガイドラインの作成
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•PWRと同様、抽出した懸案事項を詳細に検討し、設置許可や工認で
は記載できないがガイドラインに反映すべき事項11件を抽出

•これら11件を追加記載事項としてガイドラインに反映し、参考に
JSAR作成時の記載内容の骨子を作成
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① 炉内構造物の流体振動(FIV)

② 出力分布測定の方法及び不確定性

③ 原子炉圧力バウンダリ材料と保温材との適合性

④ 残留熱除去系の隔離及びポンプ保護のための設計

⑤ 原子炉補機冷却系における安全系と非安全系の隔離

⑥ 原子炉補機冷却海水系における安全系と非安全系の隔離、及びファウリングに対する設計上の考慮

⑦ デジタル制御設備に対する設計上の考慮

⑧ 格納容器外の高エネルギー配管破断

⑨ 格納容器隔離弁の閉止時間

⑩ 格納容器貫通部での水撃等の影響の考慮

⑪ 安全評価における｢過渡及び事故事象の分類｣及び｢発生頻度｣の妥当性

追加記載事項の抽出及びJSARへの記載案の作成
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ありがとうございました。
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